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い
き
さ
つ
。
本
号
に
掲
載
し
た
石
川
県
美
川
町
の
公
民
館
の
調
査
報
告
は
、

今
後
数
年
間
に
わ
た
っ
て
継
続
し
て
行
う
北
陸
三
県
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
公

民
館
の
調
査
の
発
端
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
調
査
計
画
を
思
い
た
っ
た
の

は
、
昭
和
三
十
九
年
十
月
頃
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
北
陸
三
県
に
お
け
る
公

民
館
に
関
す
る
諸
精
報
の
収
集
・
整
理
・
調
査
地
選
定
の
た
め
の
現
地
探
訪
・

検
討
等
に
と
り
か
か
り
、
当
研
究
室
の
主
事
を
兼
務
す
る
新
谷
研
究
員
を
中
心

に
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
腹
案
を
練
り
、
計
画
の
具
体
化
を
は
か
っ
た
。
昭
和
四
十

年
十
月
頃
か
ら
具
体
的
に
調
査
を
進
め
る
可
美
川
調
査
し
実
施
案
の
作
製
に
と

り
か
か
っ
た
。
草
案
作
製
の
た
め
当
研
究
室
の
一
一
一
研
究
員
（
三
島
・
橋
本
・
新

谷
）
が
当
り
、
数
回
の
討
議
内
容
を
ま
と
め
、
全
研
究
員
（
十
名
）
に
は
か
っ

た
の
は
十
二
月
中
旬
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
数
回
の
全
員
討
議
を
重
ね
た
結
果
、

本
年
度
（
昭
和
四
十
年
度
）
と
翌
年
度
（
昭
和
四
十
一
年
度
）
の
二
カ
年
を
美

川
調
査
に
当
て
、
本
年
度
は
美
川
地
区
の
公
民
館
を
め
ぐ
る
客
観
的
条
件
を
さ

ぐ
り
、
次
年
度
は
そ
の
主
観
的
条
件
を
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
月
中
の

農
閑
期
の
終
る
頃
ま
で
に
必
要
事
項
の
現
地
探
訪
調
査
を
先
ず
終
え
、
八
月

（
昭
和
四
十
一
年
）
下
旬
発
行
予
定
の
当
研
究
室
の
機
関
誌
「
社
会
教
育
研
究
し

第
七
号
に
調
査
結
果
を
発
表
す
る
と
い
う
調
査
の
お
お
よ
そ
の
段
取
り
を
申
し

合
せ
た
の
は
昭
和
四
十
一
年
二
月
中
旬
で
あ
る
。
四
十
年
十
二
月
以
降
に
お
け

公
民
館
調
査

ま
え
が
き

石
川
県
美
川
町
の
場
合

る
調
査
計
画
の
具
体
的
実
施
へ
の
推
進
は
神
力
研
究
員
の
主
動
性
に
俟
つ
と
こ

ろ
大
で
あ
る
。

調
査
の
目
的
石
川
県
美
川
町
の
地
域
課
題
と
公
民
館
活
動
の
実
態
を
調
査

し
て
、
美
川
町
の
今
後
の
地
域
開
発
に
お
い
て
、
公
民
館
が
果
す
べ
き
役
割
を

究
明
し
、
公
民
館
活
動
振
興
の
具
体
的
方
策
を
探
求
す
る
。

調
査
班
の
編
成
三
班
編
成
・
各
班
の
調
査
事
項
と
班
員
は
次
の
通
り
で
あ

る
。第
一
班
（
美
川
町
の
地
域
課
題
）

橋
本
・
永
守
・
戸
頃
・
矢
ケ
崎

第
二
班
（
美
川
町
公
民
館
の
現
状
分
析
）
神
力
・
岩
男

第
三
班
（
公
民
館
と
地
域
組
織
）

三
島
・
沢
田
・
南
・
出
雲
路

楠
本
・
神
力
・
三
島
各
研
究
員
は
各
調
査
班
の
世
話
係
と
し
て
、
各
班
各
研
究

員
の
連
絡
調
整
に
当
り
、
新
谷
研
究
員
は
美
川
第
一
次
調
査
の
総
務
と
し
て
、

調
査
活
動
推
進
の
条
件
整
備
に
当
る
。

調
査
地
の
協
力
地
域
社
会
の
調
査
を
進
め
る
に
当
っ
て
最
も
難
点
と
さ

れ
る
こ
と
は
、
地
域
に
な
じ
み
の
な
い
も
の
が
突
然
出
向
い
て
調
査
し
て
も
そ

の
ホ
ン
ネ
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
い
わ
ば
ヨ
ソ
ュ
キ
の
側
面
に
触
れ
る
よ

り
ほ
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
調
査
を
進
め
る
に
当
っ
て
、
機
関
と
機
関

と
の
接
捗
、
た
と
え
ば
、
地
方
教
育
委
員
会
あ
る
い
は
町
村
当
局
と
当
研
究
室

４



と
の
事
前
の
打
合
せ
は
必
要
条
件
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
必
要

に
し
て
十
分
な
条
件
と
は
い
い
え
な
い
。
機
関
と
機
関
と
の
打
合
せ
を
更
に
一

歩
も
数
歩
も
進
ん
だ
か
た
ち
、
す
な
わ
ち
顔
と
顔
と
の
つ
な
が
り
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
町
当
局
・
地
教
委
あ
る
い
は
部
落
の
区
長
か
ら
の
触
れ
で
調
査
に

協
力
す
る
よ
う
事
前
の
了
解
済
の
筈
の
部
落
へ
一
面
識
も
な
い
調
査
員
が
出
向

い
て
も
ヨ
ソ
モ
ノ
と
し
て
対
処
さ
れ
る
。
こ
の
壁
を
破
る
た
め
に
は
一
回
で
も

多
く
部
落
の
人
た
ち
と
顔
な
じ
み
に
な
る
機
会
を
重
ね
る
よ
り
ほ
か
な
い
。
こ

の
点
美
川
町
当
局
や
教
委
と
の
事
前
協
議
の
過
程
で
全
面
的
協
力
の
快
諾
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
ま
た
各
研
究
員
も
足
し
げ
く
美

川
を
訪
ね
、
地
域
の
人
た
ち
と
顔
な
じ
み
に
な
る
よ
う
部
落
の
さ
ま
ざ
ま
な
寄

り
合
い
に
同
席
し
た
。
夜
間
お
そ
く
ま
で
語
り
合
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し

た
こ
と
の
積
み
重
ね
は
、
や
が
て
始
め
る
第
二
次
調
査
に
資
す
る
と
こ
ろ
大
い

な
る
も
の
あ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

執
筆
分
担
。
こ
の
発
表
の
執
筆
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

公
民
館
調
査

ｌ
石
川
県
美
川
町
の
場
合
ｌ

ま
え
が
き

新
谷
賢
太
郎

第
一
章
美
川
町
の
地
域
課
題

第
一
節
美
川
町
の
地
誌
学
的
概
観

矢
ヶ
崎
孝
雄

第
二
節
美
川
町
の
小
史

永
守
良
治

橋
本
芳
契

第
三
節
美
川
町
の
産
業
経
済
と
生
活
矢
ケ
崎
孝
雄

第
二
章
美
川
町
公
民
館
の
現
状

第
一
節
美
川
町
公
民
館
の
歴
史

神
力
甚
一
郎

第
二
節
公
民
館
の
配
置
・
施
設
・
設
備
・
職
員
・
予
算
の
概
況

岩
男
耕
三

第
三
節
公
民
館
運
営
の
実
態

岩
男
耕
三

第
四
節
公
民
館
の
事
業
お
よ
び
活
動

神
力
甚
一
郎

第
三
章
公
民
館
と
住
民
組
織

第
一
節
青
年
団
と
公
民
館

出
雲
路
暢
良

第
二
節
美
川
町
婦
人
会
と
公
民
館

沢
田
忠
治

第
三
節
農
協
と
公
民
館

南
好
彦

第
四
節
労
働
組
合
そ
の
他
の
団
体
と
公
民
館
三
島
宗
彦

あ
と
が
き

新
谷
賢
太
郎

調
査
の
ま
と
め
第
二
次
調
査
の
足
が
か
り
に
す
る
意
味
で
、
第
一
次
調
査

の
結
果
と
、
ま
と
め
の
過
程
に
お
い
て
各
調
査
員
が
地
域
課
題
と
し
て
気
付
い

た
諸
事
項
を
地
域
の
住
民
達
に
話
し
か
け
る
機
会
を
も
と
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
美
川
町
教
委
と
当
研
究
室
の
共
催
で
「
美
川
町
に
お
け
る
地
域
開
発
を
め

ざ
す
社
会
教
育
Ｌ
と
い
う
テ
ー
マ
で
前
後
十
回
の
講
義
を
美
川
町
中
央
公
民
館

で
開
く
こ
と
に
し
た
。

前
期

七
月
二
十
六
日
地
域
開
発
と
社
会
教
育

神
力
甚
一
郎

七
月
二
十
七
日
公
民
館
運
動
を
支
え
る
も
の

三
島
宗
彦

七
月
二
十
八
日
こ
れ
か
ら
の
日
本
と
美
川

、
氷
守
良
治

七
月
二
十
九
日
美
川
の
地
理
的
特
色
と
そ
の
開
発
矢
ケ
崎
孝
雄

七
月
三
十
日
美
川
の
文
化
と
そ
の
ゆ
く
え

橋
本
芳
契

後
期

八
月
一
一
十
三
日
地
域
開
発
と
住
民
自
治

岩
男
耕
三

八
月
二
十
四
日
最
近
の
青
少
年
問
題
と
そ
の
対
策
出
雲
路
暢
良

八
月
二
十
五
日
婦
人
会
の
う
つ
り
か
わ
り

沢
田
忠
治

八
月
二
十
六
日
こ
れ
か
ら
の
農
業
と
農
村

南
好
彦

八
月
二
十
七
日
県
民
性
の
診
断
と
こ
れ
か
ら
の
社
会
倫
理

戸
頃
重
基

午
後
八
時
か
ら
始
め
、
講
義
、
質
疑
応
答
、
討
議
あ
る
い
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を

求
め
る
な
ど
に
よ
り
こ
の
く
わ
だ
て
を
進
め
る
。



第
一
節
美
川
町
の
地
誌
学
的
概
観

ｌ
自
然
環
境
と
関
連
さ
せ
て
’

一
位
置
と
地
形

は
手
取
川
河
口
の
両
岸
に
あ
っ
て
、
日
本
海
に
お
け
る
海
運
の
発
展
と
と
も
に

１
手
取
川
河
口
の
町
美
川
町
は
手
取
川
河
口
に
位
置
す
る
町
で
あ
る
。
繁
栄
し
て
き
た
こ
と
も
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
大
集
落
は
砂
丘
上

河
口
は
河
川
と
海
と
の
接
点
で
あ
り
、
さ
ら
に
大
き
く
は
陸
地
と
海
洋
と
の
接
に
占
地
し
、
人
口
稠
密
な
街
を
形
成
し
、
一
集
落
（
字
）
で
一
旧
町
村
を
な
し

点
で
あ
る
。
と
く
に
美
川
町
は
手
取
川
河
口
の
両
岸
に
町
域
が
展
開
す
る
こ
と
て
い
た
・
こ
れ
に
対
し
て
、
鹿
島
・
蓮
池
・
西
米
光
・
手
取
・
井
関
（
手
取

か
ら
、
河
口
の
位
置
的
条
件
は
こ
の
町
を
特
色
づ
け
る
重
要
な
要
因
と
い
え
よ
新
）
・
長
屋
・
末
正
の
集
落
は
手
取
川
扇
状
地
に
立
地
し
、
集
落
規
模
は
小
さ

く
農
業
を
主
体
と
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
旧
蝶
屋
村
に
属
し
て
お
り
、
美
川
・

》
っ
。手
取
川
は
白
山
に
源
流
を
も
つ
石
川
県
下
随
一
の
大
河
で
、
古
来
荒
れ
河
と
湊
と
は
そ
の
立
地
や
生
産
活
動
を
異
に
し
て
き
た
集
落
で
あ
る
。

し
て
著
名
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
・
そ
の
強
大
な
営
力
は
谷
口
２
扇
状
地
の
扇
端
手
取
川
扇
状
地
は
、
そ
の
最
先
端
部
を
切
り
落
さ
れ

の
鶴
来
町
を
要
と
し
て
、
標
式
的
な
扇
状
地
を
形
成
し
、
穀
倉
加
賀
の
乾
田
地
た
形
で
海
に
臨
ん
で
い
る
が
、
そ
の
完
全
な
形
態
を
想
定
す
る
と
、
扇
面
は
そ

帯
を
展
開
し
、
と
く
に
早
場
米
の
産
地
を
な
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
広
く
知
の
中
央
部
で
約
一
面
の
沖
合
い
に
ま
で
お
よ
ぶ
と
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
先
端
部

〔
１
〕

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
美
川
町
は
こ
の
一
扇
状
地
の
扇
端
に
位
す
る
こ
と
に
一
一
一
角
州
が
形
成
さ
れ
、
泥
炭
層
が
み
ら
れ
る
。
小
舞
子
の
南
吉
原
釜
屋
沖
の

から、その扇状地のもつ特性に生活の基盤を置いていることも事実海底にもこれが現存すふ地）美川町の地域では、この先端部が砂丘で
蔽
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
側
に
は
蓮
池
付
近
や
安
産
川
流
域
に
湿
田
地
帯
が
あ

で
あ
る
。

美
川
町
の
海
岸
は
橋
立
か
ら
羽
咋
に
わ
た
る
平
調
・
長
大
な
海
岸
線
の
一
部
ろ
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
地
域
で
も
全
水
田
が
、
地
下
水
位
は
四
○
ｍ
よ
り
高

で
、
こ
の
海
岸
に
は
砂
丘
の
発
達
が
著
し
い
・
手
取
川
扇
状
地
の
最
扇
端
は
海
く
、
湿
田
に
属
し
て
お
蝿
）
扇
端
地
帯
の
特
色
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

食
を
受
け
、
砂
丘
の
発
達
を
欠
い
て
い
る
が
、
美
川
町
の
町
域
で
は
砂
丘
海
岸
こ
の
扇
端
部
で
は
地
形
は
と
く
に
平
坦
で
あ
り
、
か
つ
豊
富
な
伏
流
水
の
湧

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
松
林
の
防
風
林
が
打
ち
続
き
、
近
年
ま
で
ほ
と
ん
ど
開
発
出
を
み
る
。
そ
の
湧
出
地
帯
は
標
高
一
○
ｍ
以
下
の
地
域
で
、
美
川
町
は
こ
の

の
手
が
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

地
域
に
属
す
る
。
こ
の
地
下
水
自
噴
地
帯
は
周
年
自
噴
地
帯
と
７
季
節
的
自
噴

美
川
町
の
海
と
の
結
び
つ
き
は
、
平
坦
な
砂
丘
海
岸
よ
り
は
、
手
取
川
河
口
地
帯
と
に
区
分
さ
れ
、
前
者
は
湊
・
美
川
か
ら
平
加
・
蓮
池
・
鹿
島
な
ど
の
海

も
と
よ
し

を
経
由
し
て
密
接
に
営
ま
れ
た
。
か
っ
て
本
土
ロ
と
呼
ば
れ
た
美
川
、
そ
れ
に
湊
岸
寄
り
の
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
東
部
の
や
や
高
い
地
域
は
後
者
に
属
す

第
一
章
美
川
町
の
地
域
課
題



「
掘
抜
き
Ｌ
と
呼
ば
れ
る
共
同
井
戸
が
各
所
に
あ
り
（
第
一
図
）
、
日
常
生
活

や
水
産
加
工
な
ど
の
用
水
と
し
て
、
古
く
か
ら
利
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
今

な
お
住
民
は
そ
の
湧
水
が
良
質
・
豊
富
で
、
冬
暖
夏
冷
の
水
温
で
あ
る
こ
と
を

喜
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
美
川
や
湊
が
砂
丘
上
に
集
落
を
形
成
す
る
こ
と
を
可
能

に
し
た
一
条
件
で
あ
る
。
ま
た
現
在
、
小
松
市
・
美
川
町
の
上
水
道
源
と
し
て

利
用
し
て
い
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
一
方
、
農
業
面
で
は
と
か
く
水
不
足
と
な

（
５
）

り
、
番
水
制
度
を
必
要
と
し
た
一
扇
央
地
帯
と
は
ち
が
っ
て
、
用
水
問
題
に
悩
ま

さ
れ
る
こ
と
を
少
な
く
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
水
稲
平
均
反
収
で
は
、
美
川
町
は
決
し
て
優
秀
な
地
位
を
確
保
し

（
６
）

て
は
い
な
い
。
す
な
わ
ち
昭
和
三
十
一
ハ
ー
九
年
の
平
均
反
収
を
計
算
す
る
と
、

湧水は三段の水槽を経て流れ，それぞれ使用区

分がある。また小屋で囲った｢掘抜き」もある。

第１図淡の「掘抜き」共同井戸

集手りもをれ水川箸わ用すはる
落取付美のもらのはしれ水ろ夏・
端川近川で排のほ水いハるやに冬そ
に寄やのあ水湧か田。と時雪扇のの
はり淡船るす出、の安期で面、湧
、のの沼．る水こ排産に蔽が要出

美
川
町
は
四
四
八
町
で
、
石
川
県
の
四
一
一
三
町
を
若
干
上
回
る
も
の
の
、
手
取

川
一
扇
状
地
を
主
体
と
す
る
石
川
郡
の
四
八
七
彫
よ
り
は
遥
か
に
低
い
。
こ
の
原

因
は
種
々
あ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
砂
礫
質
で
耕
土
が
浅
く
、
し
か
も
湿
田

で
あ
る
こ
と
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

砂
丘
の
下
部
に
あ
る
扇
状
地
の
伏
流
水
は
全
く
手
取
川
の
贈
り
物
で
あ
る
。

戦
後
そ
の
利
用
は
急
速
に
進
め
ら
れ
、
こ
こ
に
新
た
な
工
業
地
帯
を
形
成
し
つ

つ
あ
る
。
現
在
こ
こ
に
進
出
し
た
工
場
は
四
○
’
七
○
ｍ
の
井
戸
を
掘
り
、
取

水
し
て
い
る
（
節
一
表
）
。
こ
の
地
下
水
が
豊
富
・
良
質
・
低
温
で
、
極
め
て
優

れ
た
工
業
用
水
で
あ
る
こ
と
は
、
各
工
場
で
異
口
同
音
に
聞
か
れ
る
と
こ
ろ
で

鯵霊倣州川撰ⅢⅢ仙卜川川卜侃燃噸刑謹咽加
も
鶴
来
か
ら
平
加
・
美
川
に
至
る
線
よ
り
、
東
西
に
離
れ
る
に
つ
れ
て
質
は
低

（
７
）

下
し
、
さ
ら
に
水
量
は
金
沢
・
小
松
間
で
は
第
一
で
、
ほ
と
ん
ど
干
渉
す
る
こ

（
８
）

と
が
な
い
。
そ
れ
も
一
日
一
二
○
○
○
㎡
以
上
を
揚
水
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず

で
あ
る
。

砂
丘
の
地
質
は
そ
の
柱
状
断
面
に
よ
れ
ば
、
一
般
に
上
部
の
砂
丘
砂
の
下

に
、
一
○
’
一
一
○
ｍ
の
厚
さ
の
粘
土
層
が
あ
り
、
こ
の
下
七
○
ｍ
付
近
ま
で
は

礫
・
砂
利
あ
る
い
は
粗
砂
層
が
続
き
、
こ
の
下
に
は
細
砂
層
が
み
ら
れ
る
（
第

二
図
）
。
淡
の
砂
丘
地
の
工
場
は
六
○
’
七
○
ｍ
の
深
所
か
ら
揚
水
し
て
い
る

も
の
が
多
い
が
、
井
戸
一
一
本
（
深
さ
六
七
ｍ
、
七
五
ｍ
よ
り
揚
水
）
を
も
つ
大

日
本
イ
ン
キ
化
学
で
は
、
一
本
を
三
一
○
ｍ
ま
で
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
七
五
ｍ
以

下
で
は
有
機
質
が
混
入
し
て
き
た
の
で
、
七
五
ｍ
に
埋
め
使
用
し
て
い
る
と
い

う
・
良
質
水
に
は
下
限
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
水
質
は
こ
の
付
近
一

様
で
、
量
質
の
面
で
採
水
に
苦
心
の
い
ら
ぬ
点
は
、
赤
座
産
業
が
試
掘
井
を
そ

の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
点
か
ら
も
知
ら
れ
ろ
。
か
よ
う
な
地
下
水
の
賦
存
状
態

は
、
進
出
工
場
に
と
っ
て
上
記
利
点
の
ほ
か
に
、
用
水
費
を
極
め
て
低
廉
に
で

７



町

､＝

美)

①-□｡▽●｡--,

こおける主要深井戸

馴量|井率度|自鐡位腸脇水の用途 井戸数

飲用・雑用・洗条 840 6０

１
１
１

飲用・雑用・冷却・洗条 1.152 5０ 5.8/6.5

洗条・温調・飲雑用 3.000 4６ 5/６

260 6７ 5/５

冷却・洗条・飲用・雑用 2５ 3５

飲用・雑用・水道・洗条

２
１

１

4５

雑用・工業 8０ 3６

雑用・洗条 300 4０ 自噴／

水道 ６．０００ 自噴／4１

報告書〔昭和88年３月〕による。

き
、
と
く
に
用
水
型
工
業
に
と
っ
て
は
有
利
に
働
く
。
工
業
用
水
の
不
足
が
い

わ
れ
て
い
る
現
在
、
こ
の
砂
丘
地
は
用
水
一
点
だ
け
か
ら
み
て
も
、
極
め
て
良

好
な
立
地
条
件
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

３

小
松
水
道
②
囮
、
吻
吻
圃
函
幽
圏
附
圏

手
取

日
本
イ
ン
キ
化
［
刺
矧
倒
励
勿
再
惣
駕
鰯

小
松
水
逝

海 重
エ
丙
例
引
珂
、
吻
鰐
皿
齢

０
５ ０

０ ０
Ｊ

１

岸
砂
丘
海
岸
砂
丘
に
は
手
取
川
左
岸
の
小
舞
子
砂
丘
と
、

・
乳
シ
”
弾
一
四
四
囲
叩
咄
卸
【
閑
雅
．
．
》

■

士
士
土
土
砂
砂
砂
礫

“
識
》
礫

・
植

砂
利

表
腐
粘
砂
細
中
粗
砂

□
圏
〃
翻
画
図
画
図
画

(石川県：金沢小松･地区地下水等調査報告書による）

l、

第２図美川町深井戸の柱状断面

８



右
岸
の
高
浜
砂
丘
・
道
専
山
砂
丘
と
が
あ
る
。
小
舞
子
砂
丘
は
二
列
に
発
達

し
、
海
岸
寄
り
の
砂
丘
は
根
上
町
寄
り
が
最
高
一
一
一
一
・
○
ｍ
の
標
高
を
示
し
、

手
取
川
河
口
に
向
い
低
下
す
る
。
こ
こ
は
松
林
が
連
続
し
、
海
水
浴
場
と
し
て

夏
季
賑
わ
い
を
み
せ
る
ほ
か
は
、
静
寂
な
自
然
を
保
っ
て
き
た
。
そ
の
土
地
利

用
は
劣
り
、
町
有
地
と
し
て
久
し
く
残
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
こ
こ
が
新
興
工

業
地
帯
と
し
て
急
激
な
発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
所
で
あ
る
。
内
側
の
砂
丘
は
最

高
二
○
・
一
一
一
ｍ
の
標
高
を
示
し
、
そ
の
裏
側
、
手
取
川
に
面
す
る
斜
面
に
漢

の
集
落
が
細
長
く
発
達
し
て
い
る
。
砂
丘
の
頂
上
部
は
松
林
に
薇
わ
れ
て
い
る

が
、
根
上
り
松
が
数
多
く
あ
り
、
こ
こ
に
社
寺
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
両
砂
丘
の

中
間
に
鉄
道
や
道
路
が
通
じ
、
畑
・
水
田
が
あ
っ
た
が
、
工
業
化
の
進
展
に
伴

い
、
交
通
の
利
便
も
加
わ
っ
て
、
住
宅
地
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
小
舞
子
の
仮

第１表

名 称 所在地

赤座繊維株式会社

手取重工株式会社

赤座産業株式会社

大日本インキ化学工業株式会社

北国化繊株式会社

四康織物協同組合

北越ヒユーム管株式会社

福田染色精練株式会社

美川町上水道

町
波
叫

湊
湊
湊
湊
湊
湊

１

南
和
ョ

石川県：金沢市・小松地区地下水等調査

駅
は
昭
和
三
十
九
年
常
置
駅
に
昇
格
し
、
海
岸
寄
り
の
砂
丘
上
に
新
し
く
産
業

道
路
が
建
設
も
さ
れ
た
。
古
い
淡
の
街
に
対
し
て
、
こ
こ
に
は
新
し
い
街
が
発

展
の
途
上
に
あ
る
。

右
岸
の
道
専
山
砂
丘
は
手
取
川
河
口
か
ら
北
東
に
向
い
幅
広
く
発
達
し
、
そ

の
般
高
部
は
一
二
・
五
ｍ
で
、
堂
尻
川
河
口
に
向
い
低
下
す
る
。
砂
丘
は
堂
尻

川
で
切
ら
れ
る
が
、
蓮
池
・
鹿
島
に
つ
づ
く
。
し
か
し
、
高
度
も
幅
も
小
さ
く

な
る
。
堂
尻
川
は
手
取
川
の
旧
河
道
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
砂
丘
も
松
林

が
つ
づ
き
、
中
央
部
に
は
美
川
墓
苑
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
土
地
利
用

度
は
同
様
に
低
い
。
た
だ
手
取
川
河
口
の
末
端
部
で
は
船
溜
り
を
中
心
に
、
漁

家
・
魚
市
場
・
水
産
加
工
場
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
エ
場
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
内
側

に
は
安
産
川
が
流
れ
、
手
取
川
に
注
ぐ
が
、
流
域
に
は
低
湿
地
が
細
長
く
み
ら

れ
る
。
さ
ら
に
内
側
に
は
最
高
二
・
五
ｍ
の
高
浜
砂
丘
が
あ
り
、
美
川
の
旧

町
を
こ
の
上
に
発
達
さ
せ
、
東
北
端
に
平
加
の
集
落
が
あ
る
が
、
現
在
両
者
は

ほ
と
ん
ど
連
接
し
た
集
落
に
な
っ
て
い
る
。
砂
丘
上
の
美
川
は
ほ
ぼ
東
西
南
北

の
碁
盤
状
の
道
路
を
も
ち
、
古
く
か
ら
民
家
が
櫛
比
し
、
そ
の
裏
側
の
砂
丘
麓

に
美
川
駅
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

美
川
町
に
お
い
て
、
砂
丘
は
高
燥
で
か
つ
水
に
も
恵
ま
れ
て
お
り
、
集
落
立

地
上
適
地
を
与
え
、
美
川
・
漢
な
ど
大
集
落
が
凝
集
し
て
発
達
し
て
き
た
の
は

大
き
な
特
色
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
集
落
を
存
続
さ
せ
て
き
た
生
産
活
動
は
、
海

を
背
景
と
し
た
海
運
と
商
業
で
あ
っ
た
点
、
扇
端
部
農
村
と
は
全
く
相
違
し
て

い
た
。
ま
た
海
岸
側
砂
丘
と
内
側
砂
丘
と
は
、
土
地
利
用
面
で
全
く
対
照
的
で

あ
る
。

こ
の
海
岸
に
お
け
る
漁
業
は
、
美
川
で
現
在
わ
ず
か
に
み
ら
れ
る
に
過
ぎ
な

い
。
し
か
し
、
戦
前
こ
ろ
ま
で
は
鹿
島
・
蓮
池
・
平
加
・
湊
で
も
行
わ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
戦
後
美
川
を
除
い
て
全
く
衰
退
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
な
お

蓮
池
・
鹿
肪
は
微
高
地
に
立
地
す
る
が
、
と
も
に
小
砂
丘
上
に
あ
る
も
の
で
あ

９



ラ（》ｏ美
川
町
に
お
い
て
、
砂
丘
は
第
一
一
．
三
次
産
業
面
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を

果
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

二
』
郭

候

１
裏
日
本
海
岸
気
候
美
川
町
は
北
陸
の
一
都
市
と
し
て
、
裏
日
本
式
気

候
の
地
域
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
気
候
区
の
な
か
に
お
い
て
も
、
地
域
に
よ

っ
て
気
候
に
は
若
干
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
み
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
と
く
に

山
地
や
海
岸
で
は
平
地
と
は
違
っ
た
気
候
の
特
色
を
示
し
て
い
る
。

日
本
海
岸
に
そ
う
美
川
町
の
特
色
を
み
よ
う
。
そ
の
特
色
は
北
西
の
季
節
風

を
ま
と
も
に
受
け
る
冬
季
に
明
瞭
に
示
さ
れ
る
。
北
陸
の
冬
は
雪
に
そ
の
特
色

を
示
す
が
、
そ
の
状
態
を
示
し
た
の
が
第
一
一
表
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
手
取
川
に

そ
い
、
河
口
か
ら
源
流
の
山
地
ま
で
の
積
雪
状
況
を
み
る
と
、
最
高
積
雪
深
は

著
し
く
少
な
く
、
美
川
町
で
は
五
○
ｍ
以
下
と
最
少
値
を
示
し
て
い
る
。
し
か

も
根
雪
期
間
は
一
カ
月
以
下
で
、
こ
れ
ま
た
最
少
で
あ
る
。
源
流
の
市
ノ
瀬
、

谷
口
の
鶴
来
と
比
較
し
て
み
れ
ば
、
雪
か
ら
は
著
し
く
解
放
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
海
岸
に
近
く
、
標
高
の
低
い
こ
と
が
関
係
し
て
お

り
、
多
分
に
海
の
影
響
を
受
け
て
暖
か
い
結
果
で
あ
る
。
こ
の
点
は
美
川
町
の

恵
ま
れ
た
気
候
条
件
の
一
つ
で
あ
る
。

し
か
し
、
海
岸
地
帯
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
風
の
強
い
こ
と
は
内
陸
の
比
で
は

な
い
。
と
く
に
冬
季
は
著
し
く
、
さ
ら
に
海
か
ら
の
風
は
塩
分
を
含
み
、
砂
を

飛
ば
せ
て
、
ま
と
も
に
吹
き
つ
け
ろ
。
こ
れ
を
防
い
で
く
れ
る
の
は
砂
丘
上
の

黒
松
林
の
防
風
林
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
砂
丘
は
固
定
化
さ
れ
る
。
防
風
林
の
作

用
に
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
り
、
小
舞
子
の
防
風
林
脇
の
住
宅
な
ど
は
、

そ
の
恩
恵
を
十
分
に
受
け
て
住
み
よ
い
環
境
を
造
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
防
風
林
か
ら
離
れ
た
り
、
こ
れ
を
欠
い
た
地
点
で
は
風
当
た
り
は

手取川沿岸の積雪状況第２表

海岸から 雪

高
深

奉三

最
積

根

概略高度日町村名
初日平均|終日平均 期間

日
２７

の距離

月日
２．１１

月日
１．１６

ｈ
３
９
３
７
２

●
●
●
●
●

０
０
３
６
９

ｃｍ

４８

５３

５３

８７

７４

８３

ｒｎ

ｌＯ

１３

１７

４３

５４

７６

９５

美川町

笠間村

石川村

山島村

館畑村

蔵山村

鶴来町

河内村白山

鳥越村河合

吉野谷村市ノ原

白峰村市ノ瀬

６
４
８
２
９
０
２

３
４
３
４
５
７
９

２．２３1.19

２．２８1.16

２．２６１．２０

2．２８１．１８

8．８１．９

１．９

1１．７

８．１９1211４．３

３．３０12.291631301５．８

113４．９1２．１８2031401９．７

113４．１１1２．２０20625527.0

134４．２２306 ]２．１０8205３．０

昭和10～19年の10カ年の平均値を示す。

農林省農業総合研究所：積雪調査により作成。
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か
な
り
に
強
い
。
こ
の
た
め
民
家
は
海
側
に
窓
を
な
く
し
、
あ
る
い
は
窓
を
小

さ
く
し
た
り
、
板
や
ビ
ニ
ー
ル
板
で
囲
っ
た
り
し
て
い
る
の
は
、
防
風
の
た
め

の
景
観
と
し
て
注
目
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
環
境
の
も
と
で
、
渓
の
街

が
風
下
側
の
砂
丘
背
面
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
は
、
適
切
な
も
の
と
み
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
一
扇
端
の
農
村
が
と
く
に
風
上
側
に
防
風
林
を
仕
立
て
て
あ

る
点
も
、
至
当
な
配
慮
と
い
え
る
。

２
夏
の
気
候
夏
は
季
節
風
が
方
向
転
換
し
、
中
部
の
山
越
え
を
し
て

吹
く
。
こ
の
間
よ
く
フ
ェ
ー
ン
が
吹
送
す
る
の
も
、
裏
日
本
気
候
の
特
色
で
あ

る
。
し
か
し
、
一
般
に
夏
の
季
節
風
は
弱
く
、
と
く
に
海
岸
地
帯
で
は
目
立
た

な
い
。
海
岸
で
は
海
風
・
陸
風
が
吹
き
、
日
中
は
海
風
の
影
響
を
受
け
て
、
暑

さ
は
や
わ
ら
げ
ら
れ
、
凌
ぎ
易
い
気
候
と
な
る
。
海
岸
に
近
い
ほ
ど
こ
の
現
象

は
顕
著
で
、
蓮
池
な
ど
で
は
、
ま
と
も
に
海
風
の
入
る
家
で
は
寒
く
感
ず
る
ほ

ど
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
海
風
は
他
面
、
湿
度
を
高
め
る
結
果
と
も
な
る
。
美
川
仏
壇
の
製
造
の

た
め
に
は
、
輪
島
と
同
様
に
漆
器
の
乾
燥
に
好
条
件
と
な
る
。
た
だ
風
に
よ
る

険
の
防
除
に
は
注
意
が
要
さ
れ
る
。
し
か
し
、
他
方
、
一
般
工
場
に
と
っ
て

は
、
そ
の
塩
分
も
あ
わ
せ
て
機
械
に
錆
を
生
ぜ
し
め
る
原
因
と
も
な
る
。

三
自
然
災
害

１
手
取
川
の
洪
水
鶴
来
を
頂
点
と
し
て
標
式
的
に
形
成
さ
れ
た
扇
状
地

は
、
手
取
川
の
過
去
に
お
け
る
乱
流
の
結
果
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
本
来
、
こ

の
一
扇
上
の
地
域
は
手
取
川
の
氾
濫
地
域
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
常
に
こ
れ
を
繰
り

返
し
て
き
た
。
と
く
に
融
雪
・
梅
雨
・
台
風
時
な
ど
の
四
・
七
・
八
月
に
洪
水

（
９
）

は
集
中
し
て
発
生
し
て
い
る
。
明
治
年
間
を
み
て
も
、
そ
の
氾
濫
は
ほ
と
ん
ど

毎
年
と
い
え
る
ほ
ど
で
あ
り
、
な
か
で
も
明
治
二
十
九
年
．
三
十
五
年
の
洪
水

は
大
水
害
を
起
し
た
。
治
水
謹
岸
工
事
は
鋭
意
進
め
ら
れ
て
、
大
正
年
間
は
水

害
の
発
生
は
少
な
く
、
こ
の
荒
れ
河
を
よ
く
制
御
し
え
た
か
に
み
え
た
。
し
か

し
昭
和
に
入
っ
バ
リ
昭
和
八
年
の
水
害
に
引
き
続
き
、
翌
九
年
に
は
未
曽
有
の

大
水
害
が
発
生
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
九
年
の
大
水
害
は
全
河
流
域
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
。
下
流
の
扇
状

地
帯
で
は
鶴
来
辺
か
ら
氾
濫
し
た
洪
水
が
、
堂
尻
川
か
ら
梯
川
に
わ
た
る
地
域

を
一
面
に
蔽
い
、
手
取
川
は
本
然
の
姿
に
か
え
っ
て
、
ほ
し
い
ま
ま
に
乱
流
し

た
。
こ
れ
ま
で
営
々
と
し
て
築
き
続
け
ら
れ
て
き
た
治
山
治
水
工
事
は
、
大
部
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分
が
破
壊
さ
れ
た
。
第
三
図
は
こ
の
際
の
美
川
町
周
辺
に
お
け
る
氾
濫
区
域
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
扇
端
の
農
村
地
域
は
ほ
と
ん
ど
洪
水
に
洗
わ
れ
、
わ
ず

か
に
水
島
が
島
状
に
孤
立
し
た
。
か
よ
う
な
な
か
で
、
海
岸
の
砂
丘
地
は
安
泰

で
あ
り
、
湊
・
美
川
・
平
加
・
蓮
池
・
鹿
島
は
い
ず
れ
も
大
部
分
が
洪
水
を
ま

ぬ
が
れ
た
。
水
害
の
常
習
地
域
と
も
い
え
る
美
川
町
に
お
い
て
、
集
落
が
砂
丘

に
位
置
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
理
に
か
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

水
害
に
よ
っ
て
、
河
口
は
浅
く
な
り
、
以
前
は
美
川
大
橋
ま
で
船
が
入
れ
た
も

の
が
、
以
後
不
能
と
な
り
、
港
の
機
能
を
消
滅
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
大
水
害
以
後
、
手
取
川
の
治
山
治
水
工
事
に
は
一
層
の
努
力
が
傾
注
さ

れ
、
以
後
今
日
ま
で
、
さ
し
た
る
洪
水
を
起
す
こ
と
も
な
く
て
き
て
い
る
。
源

流
の
砂
防
工
事
と
扇
面
上
の
護
岸
堤
防
の
建
設
と
に
は
、
最
も
力
が
注
が
れ
て

い
る
。
た
だ
、
こ
の
結
果
、
手
取
川
は
天
井
川
の
形
態
を
ま
す
ま
す
強
め
る
よ

う
に
な
り
、
ま
た
沿
岸
住
民
に
不
安
を
幕
ら
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
、
最
近
は

建
設
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
河
砂
利
の
採
取
が
乱
脈
・
過
度
に
行
わ
れ
、
談
岸

堤
防
の
基
部
を
弱
め
、
堤
防
決
壊
を
ひ
き
起
さ
せ
は
せ
ぬ
か
と
心
配
さ
れ
て
い

ろ
。
現
在
、
手
取
川
の
水
は
ほ
ぼ
制
御
さ
れ
て
い
る
か
に
み
え
る
が
、
し
か
し

再
び
過
去
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
大
水
害
が
将
来
と
も
発
生
し
な
い
と
の
保
障
は

な
い
。
し
か
も
治
水
工
事
は
単
に
美
川
町
は
勿
論
、
沿
岸
町
村
あ
る
い
は
石
川

県
の
力
を
も
っ
て
だ
け
で
は
、
と
て
も
処
理
し
き
れ
ぬ
大
工
事
で
あ
る
。
し
か

し
、
手
取
川
河
口
の
美
川
町
民
が
常
に
こ
れ
を
生
命
線
と
し
て
、
治
水
に
関
心

を
寄
せ
て
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
現
に
昭
和
二
十
四
年
に
は
、
旧
美
川
町
青

年
団
が
手
取
川
改
修
工
事
促
進
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
運
動
を
展
開
し
た
。

こ
れ
は
昭
和
九
年
の
大
水
害
か
ら
十
五
年
を
経
過
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の

改
修
工
事
は
予
定
の
半
分
を
終
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
水
害
の
危
険
性
が
著
大
で
あ

る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
青
年
団
は
沿
岸
町
村
民
に
呼
び
か
け
、
促

進
運
動
を
進
展
し
た
。
ま
ず
能
美
青
年
団
が
共
鳴
し
、
県
・
中
央
政
界
各
方
面

（
ｕ
）

へ
働
き
か
汁
Ｕ
た
。

２
海
岸
浸
食
前
述
し
た
よ
う
に
砂
丘
の
発
達
し
た
加
賀
の
海
岸
で

は
、
現
在
海
岸
線
が
浸
食
さ
れ
て
後
退
し
て
い
る
。
美
川
町
の
海
岸
と
て
も
同

様
で
、
た
と
え
ば
美
川
の
現
在
み
ら
れ
る
砂
防
堤
か
ら
波
打
際
ま
で
は
、
も
と

二
○
○
ｍ
も
あ
っ
た
も
の
が
、
五
○
ｍ
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
海

底
の
地
形
も
常
時
変
っ
て
い
る
よ
う
で
、
小
舞
子
の
浜
な
ど
は
深
く
な
り
、
近

（
、
〕

年
海
水
浴
場
Ｌ
こ
し
て
は
不
適
に
な
っ
て
き
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
近
は
ま

た
遠
浅
と
な
っ
て
き
た
模
様
で
あ
る
。

海
岸
線
の
後
退
は
砂
丘
を
け
ず
り
、
そ
の
前
面
が
急
崖
を
な
し
、
飛
砂
が
背

後
の
松
林
を
埋
め
て
枯
ら
し
、
ひ
い
て
は
砂
丘
の
移
動
を
起
し
て
背
面
の
水

田
や
住
宅
地
に
被
害
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

た
め
藩
政
時
代
以
来
松
が

堤
植
え
ら
れ
、
防
風
林
が
仕

防
立
て
ら
れ
、
砂
丘
の
固
定

砂
化
が
図
ら
れ
て
き
た
。
し

の
か
し
、
近
年
加
賀
の
砂
丘

岸
に
は
松
く
い
虫
が
発
生

海
し
、
松
が
枯
れ
て
き
て
い

Ⅱ
ろ
。
美
川
町
の
砂
丘
で
は

美
ま
だ
そ
の
害
は
目
立
っ
て

図
い
な
い
も
の
の
工
場
廃
液

鯏朏猷肺加沖頂棚洲脇Ⅶ
始
め
て
い
る
。
飛
砂
は
秋

と
春
さ
き
の
乾
燥
時
に
み
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ろ
れ
る
。
近
年
の
著
し
い
海
岸
浸
食
に
対
し
て
は
、
町
独
自
の
力
で
は
対
処
で

き
ず
、
建
設
省
の
手
に
よ
っ
て
砂
防
堤
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
現
在
計

画
の
六
四
％
が
完
成
し
、
小
舞
子
や
美
川
の
海
岸
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
が
連
続

し
て
い
る
（
第
四
図
）
。

３
塩
害
と
湿
度
海
岸
の
近
く
で
は
前
述
の
飛
砂
の
ほ
か
塩
害
が
あ
り
、

ま
た
過
湿
に
よ
る
害
も
あ
る
。
一
般
の
住
家
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
は
目
立
っ

た
も
の
で
は
な
い
が
、
小
舞
子
砂
丘
へ
の
進
出
工
場
に
と
っ
て
は
若
干
の
問
題

を
残
し
て
い
る
。
工
場
内
の
機
械
類
に
対
し
て
、
飛
砂
や
塩
分
・
湿
度
が
錆
を

発
生
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
さ
ら
に
建
造
物
に
対
し
て
も
長
期
的
に
み
れ
ば
、

害
を
与
え
る
よ
う
で
あ
る
。

冬
の
季
節
風
は
鉄
骨
の
塗
料
を
は
が
し
、
表
日
本
で
三
’
四
年
の
寿
命
を
も

つ
も
の
が
、
こ
こ
で
は
一
年
半
で
塗
り
替
え
を
必
要
と
す
る
。
さ
ら
に
三
○
’

四
○
年
も
す
れ
ば
、
鉄
骨
に
ヒ
ズ
ミ
を
生
ず
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
テ
レ
ビ

ア
ン
テ
ナ
は
塩
害
を
受
け
て
、
三
年
の
寿
命
で
あ
り
、
避
雷
針
は
毎
年
研
磨
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
北
陸
の
特
色
で
あ
る
多
湿
な
気
候
は
建
物
の
内
側
に
湿
り

が
つ
き
、
鉄
骨
に
傷
み
を
与
え
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
以
上
の
諸
点
は
表
日

本
よ
り
進
出
し
て
き
た
工
場
で
、
と
く
に
痛
切
に
感
じ
ら
れ
、
説
明
を
え
た
も

の
で
あ
る
が
、
こ
の
結
果
と
し
て
、
工
場
設
備
の
耐
用
年
数
は
表
日
本
と
比
較

し
た
場
合
、
明
ら
か
に
短
か
く
な
っ
て
く
る
。
た
だ
し
、
北
陸
所
在
の
工
場
に

と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
点
は
当
然
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
被
害
の

程
度
は
海
岸
地
帯
に
お
い
て
は
若
干
著
し
い
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
れ
に
も
拘

わ
ら
ず
、
前
述
の
工
業
用
水
の
有
利
性
は
、
こ
れ
と
相
殺
し
て
も
な
お
余
り
あ

る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

４
雪
害
表
日
本
よ
り
の
進
出
工
場
に
と
っ
て
、
雪
害
は
ま
た
強
く
感

じ
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
北
陸
内
に
お
い
て
は
美
川
町
の
積
雪
状
態

は
、
前
記
の
よ
う
に
少
な
く
、
恵
ま
れ
て
い
る
。
屋
上
の
除
雪
に
つ
い
て
、
豊

富
・
冬
暖
の
地
下
水
（
一
二
度
Ｃ
）
は
融
雪
泉
と
し
て
惜
し
み
な
く
利
用
で

き
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
雪
害
を
克
服
し
て
い
る
工
場
も
多
い
。
な
お
室
内

温
度
の
高
い
工
場
に
あ
っ
て
は
、
屋
上
に
積
雪
を
み
ず
、
除
雪
の
必
要
は
な

い
。積
雪
は
一
般
住
民
を
含
め
て
、
交
通
の
杜
絶
も
し
く
は
麻
癖
が
諸
活
動
を
著

し
く
制
約
す
る
。
こ
れ
は
単
に
鉄
道
・
国
道
な
ど
の
主
要
交
通
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
ら
に
連
接
す
る
毛
細
管
的
な
末
端
交
通
路
に
ま
で
お
よ
び
、
こ
の
末
端
ま

で
の
除
雪
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
交
通
機
能
が
整
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
積
雪
時
の
迅
速
・
完
全
な
除
雪
は
極
め
て
緊
要
な
こ
と
と
な
る
わ
け
で
あ

る
。５
火
災
北
陸
の
市
町
村
に
は
、
こ
れ
ま
で
大
火
に
見
舞
わ
れ
た
も
の

が
数
多
く
あ
る
。
と
く
に
春
さ
き
の
フ
ェ
ー
ン
時
や
、
こ
れ
に
類
似
の
気
象
条

件
の
時
に
大
火
が
発
生
し
て
い
ろ
。
フ
ェ
ー
ン
は
高
温
・
乾
燥
・
強
風
を
伴
う

も
の
で
、
大
火
発
生
の
好
条
件
を
備
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
美
川
に
お
い
て

は
藩
政
時
代
、
五
回
の
大
火
を
受
け
て
お
り
、
宝
暦
八
年
に
は
千
余
戸
、
安

永
六
年
に
は
三
○
○
戸
、
天
保
五
年
に
は
一
、
一
四
○
戸
焼
失
と
い
う
空
前
の

大
火
に
見
舞
わ
れ
、
安
政
五
年
に
は
二
度
に
わ
た
り
、
三
○
○
戸
、
四
○
戸

（Ⅲ）（凪）
を
焼
失
し
た
。
ま
た
漢
で
は
明
治
九
年
八
月
、
二
五
○
棟
焼
失
の
大
火
が
あ
っ

た
。こ
れ
ら
の
大
火
と
フ
ェ
ー
ン
と
の
関
係
は
明
瞭
に
は
で
き
な
い
が
、
美
川
の

大
火
は
秋
・
冬
に
多
い
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
む
し
ろ
海
か
ら
の
強
風
、
も
し

く
は
季
節
風
と
密
接
に
関
係
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
砂
丘
上
に
あ
る
町
と

し
て
水
利
の
便
を
欠
き
、
か
つ
民
家
の
密
集
し
て
い
る
こ
と
は
、
強
風
と
相
ま

っ
て
、
出
火
時
手
の
施
し
よ
う
の
な
い
状
態
に
追
い
こ
む
。
と
く
に
消
火
設
備
の

未
発
達
な
藩
政
時
代
に
お
い
て
は
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
、
美
川
は
自
然
条
件
の
う
え
で
、
全
く
大
火
に
弱
い
町
で
あ
っ
た
と
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い
え
よ
う
。
こ
の
た
め
、
す
で
に
文
久
元
年
か
ら
火
消
役
六
五
人
が
組
織
さ

れ
、
夜
警
が
巡
回
警
備
し
た
。
明
治
初
年
に
は
消
防
組
・
舶
糒
消
防
隊
が
設
け

ら
れ
た
し
、
戦
前
に
は
大
防
火
貯
水
池
の
建
設
も
み
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
町
民
の
自
治
的
活
動
が
あ
ず
か
っ
て
力
の
あ
っ
た
た
め
か
、
明
治

以
降
で
は
大
正
五
年
八
月
、
浜
納
屋
で
五
四
棟
を
焼
い
た
ほ
か
は
、
大
火
も
な

く
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
度
重
な
る
大
火
に
よ
っ
て
前
轍
を
踏
ま
ぬ
生
活
態

度
が
、
大
火
に
弱
い
土
地
柄
だ
け
に
一
層
深
く
町
民
に
惨
透
し
て
今
日
に
至
っ

て
い
る
と
も
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
か
よ
う
な
土
地
柄
だ
け
に
常
備
消
防
設
置
の

問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
農
村
地
域
で
は
現
在
昼
間
は
青
壮
年
男
女
は

稼
に
出
て
、
村
は
ほ
と
ん
ど
留
守
番
の
老
人
子
供
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
同
様
に
火
災
の
心
配
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

四
美
川
町
の
推
移

美
川
町
は
河
口
に
生
活
の
基
盤
を
置
い
て
発
達
し
て
き
た
町
で
あ
る
。
海
と

の
関
係
は
船
か
ら
鉄
道
・
道
路
へ
と
交
通
の
発
達
す
る
に
伴
い
希
薄
化
さ
れ
、

現
在
は
わ
ず
か
な
漁
業
の
ほ
か
は
、
そ
の
関
係
を
絶
つ
に
等
し
い
状
態
で
あ

る
。
む
し
ろ
扇
端
の
町
と
し
て
、
農
業
の
ほ
か
そ
の
伏
流
水
へ
の
依
存
を
強
め

て
き
て
い
る
。

手
取
川
と
の
関
係
は
町
民
生
活
全
般
に
惨
透
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
豊

か
な
天
恵
を
受
け
る
反
面
、
時
に
洪
水
の
害
を
ま
ぬ
か
れ
え
な
い
運
命
を
荷
っ

て
い
る
。
そ
の
集
落
が
美
川
・
湊
な
ど
砂
丘
地
に
凝
集
し
て
い
る
点
は
、
一
面

に
は
商
業
や
交
通
業
な
ど
の
主
産
業
と
の
関
連
の
た
め
で
も
あ
る
が
、
他
面
で

は
水
害
へ
の
配
慮
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
鹿
島
・
蓮
池
・
平
加
な
ど
も
同

様
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
他
の
一
面
で
は
、
大
火
に
つ
な
が
る
要
因
で
も
あ
っ

た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
海
と
の
関
係
で
も
、
海
上
交
通
で
は
す
で
に
江
戸
時
代

に
手
取
川
河
口
の
水
戸
ロ
が
砂
で
埋
ま
り
、
和
船
の
活
躍
に
制
約
が
加
え
ら
れ

て
い
た
・
ま
た
、
飛
砂
の
害
を
除
去
も
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
常
に
そ
の
自
然
に
対

処
し
、
克
服
せ
ね
ば
な
ら
な
い
土
地
柄
で
あ
る
。

海
か
ら
陸
上
へ
の
美
川
町
の
転
移
は
、
相
対
的
に
そ
の
繁
栄
を
退
行
さ
せ
る

結
果
と
な
っ
た
。
そ
の
決
定
的
な
契
機
は
明
治
三
十
一
年
の
北
陸
線
の
開
通
で

（
応
）

あ
っ
た
。
爾
後
、
美
川
町
は
単
な
る
鉄
道
沿
線
の
在
町
と
し
て
港
町
の
余
映
を

保
ち
つ
つ
、
持
続
し
て
き
た
が
、
近
年
工
業
化
が
進
展
し
、
新
た
な
自
然
環
境

と
の
結
び
つ
き
を
生
み
出
し
、
工
業
都
市
、
も
し
く
は
金
沢
・
小
松
な
ど
の
衛

星
都
市
と
し
て
新
た
な
町
造
り
を
進
め
つ
つ
あ
る
。

注

⑩
斉
藤
外
二
手
坂
川
扇
状
地
の
地
形
構
造
と
堆
積
に
関
す
る
一
考
察

金
沢
女
子
短
期
大
学
学
葉
第
一
集
一
○
頁
昭
和
三
四
年
。

②
三
・
回
・
司
巳
】
叩
顧
］
百
・
】
。
、
富
］
の
盲
身
・
口
言
乞
］
ロ
畠
］
句
の
ｇ

Ｃ
の
勺
・
鼻
の
【
８
日
苔
の
開
き
戸
目
】
百
両
の
笹
・
ｐ
Ｃ
ｍ
Ｏ
の
員
国
』
］
：
目

（
勺
胃
斤
閂
）
二
の
団
巳
］
の
言
・
【
言
恵
三
ｑ
・
開
向
呂
・
塁
・
ロ
》

【
四
目
：
四
コ
四
口
已
弓
の
Ｈ
の
笄
］
Ｚ
。
・
届
（
Ｚ
四
目
国
］
の
日
の
目
◎
の
）
□
・
后
①
．

』
Ｃ
の
、
。

③
農
林
省
北
陸
農
政
局
要
土
地
改
良
調
査
報
告
北
陸
編
昭
和
三

九
年
。

③
矢
ヶ
崎
孝
雄
金
沢
市
近
郊
押
野
村
の
人
口
と
集
落
石
川
県
押
野

村
史
二
七
六
頁
昭
和
三
九
年
。

⑤
竹
内
常
行
七
ヶ
用
水
を
中
心
と
し
た
手
取
川
扇
状
地
の
漉
概
状

況
自
然
と
社
会
第
八
号
四
－
六
頁
昭
和
二
六
年
。

⑥
石
川
県
石
川
県
統
計
書
昭
和
一
一
一
九
年
五
二
頁
。

ｎ
石
川
県
金
沢
・
小
松
地
区
地
下
水
等
調
査
報
告
書
二
八

頁
昭
和
三
八
年
。

⑧
同
右
一
二
三
頁
。

⑨
玉
井
敬
泉
白
山
の
歴
史
六
一
一
一
’
六
四
頁
昭
和
一
一
一
二
年
。
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｜
古
代
中
世
の
美
川
地
方

今
の
美
川
町
は
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
一
日
、
旧
美
川
町
、
蝶
屋
村
、
湊
村

の
一
町
二
村
が
合
併
し
て
生
れ
た
の
で
あ
る
。
旧
美
川
町
は
も
と
、
本
吉
と
よ

ば
れ
た
が
、
明
治
五
年
、
石
川
県
庁
が
本
吉
村
に
お
か
れ
た
と
き
、
本
吉
の
名

を
廃
し
て
、
能
美
、
石
川
の
各
郡
名
の
一
宇
を
と
っ
て
美
川
町
と
定
め
ら
れ
た

由
緒
深
い
名
で
あ
り
、
合
併
後
も
こ
の
名
を
用
い
て
美
川
町
と
し
た
の
で
あ

る
。美
川
町
の
景
観
は
北
陸
線
に
乗
っ
て
小
松
駅
か
ら
金
沢
に
向
う
車
中
で
見
る

と
も
っ
と
も
美
し
い
。
藤
岡
東
圃
（
作
太
郎
）
が
灼
壮
な
る
か
な
美
川
Ｌ
と
い

っ
て
、
美
川
の
町
を
ほ
め
た
た
え
た
よ
う
に
、
右
手
に
は
東
方
は
る
か
白
山
の

霊
峰
が
、
白
雪
の
消
え
は
て
る
時
の
な
い
美
し
い
姿
を
あ
ら
わ
し
、
左
手
に
は

白
砂
青
松
の
景
観
が
一
時
に
開
け
て
、
た
ち
ま
ち
手
取
川
の
河
口
よ
り
、
碧
波

天
に
つ
ら
な
る
日
本
海
の
洋
々
た
る
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
手
取
河
口

の
右
岸
に
古
木
欝
蒼
と
し
て
い
る
中
に
、
神
社
や
寺
院
の
瓦
が
隠
見
し
て
い
る

小
都
市
が
、
美
川
町
の
中
心
地
で
あ
る
。

手
取
川
は
源
を
白
山
々
脈
に
発
し
て
鶴
来
町
の
西
を
め
ぐ
っ
て
、
石
川
郡
の

平
野
に
出
る
と
、
河
幅
が
急
に
広
く
な
り
、
一
大
扇
状
地
を
つ
く
り
、
そ
の
豊

⑬⑫ ⑪ ⑩

石
川
県
昭
和
九
年
石
川
県
水
害
誌
二
三
、
六
一
－
六
四
頁

昭
和
一
○
年
。

美
川
町
青
年
団
実
行
委
員
会
調
査
部
手
坂
川
改
修
促
進
運
動
調
査
資

料
昭
和
二
四
年
。

川
良
雄
美
川
町
近
代
産
業
史
三
一
一
一
一
一
一
頁
昭
和
四
○
年
。

同
右
四
八
頁
。

第
二
節
美
川
町
の
小
史

な
水
量
は
、
古
来
加
賀
の
平
野
を
う
ろ
ば
し
て
、
穀
倉
地
帯
を
形
成
し
た
が
、

一
朝
大
雨
に
な
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
大
洪
水
を
起
し
、
河
水
が
屡
友
そ
の
水
路
を

変
え
た
の
で
あ
る
。

千
余
年
の
昔
、
こ
の
川
の
日
本
海
に
そ
そ
ぐ
所
は
比
楽
港
と
よ
ば
れ
、
海
上

交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
陸
上
に
お
い
て
は
、
安
宅
、
比

楽
、
田
上
と
駅
が
設
置
さ
れ
、
上
代
北
陸
道
の
交
通
上
の
要
地
で
も
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
・
比
楽
は
「
比
良
加
Ｌ
と
呼
ん
で
大
体
今
の
「
平
加
Ｌ
の
地
に
当
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
蝶
屋
は
手
取
流
域
の
荒
廃
地
を
ひ
ら
い
て
、
こ
れ
も
平

安
中
期
に
で
き
た
つ
長
屋
圧
Ｌ
と
よ
ば
れ
た
地
域
で
あ
る
。
美
川
は
寿
永
二
年

（
二
八
三
）
に
可
藤
塚
Ｌ
と
い
う
名
で
は
じ
め
て
史
上
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

こ
の
よ
う
に
美
川
は
人
口
わ
ず
か
一
万
余
の
小
都
市
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
成

立
は
ま
こ
と
に
古
く
由
緒
あ
る
土
地
で
あ
る
。

中
世
に
入
る
と
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
領
主
が
代
っ
て
支
配
し
た

よ
う
で
あ
る
が
、
顕
著
な
発
展
も
な
か
っ
た
。
慶
長
五
年
の
関
ヶ
原
の
前
哨
戦

と
も
い
う
べ
き
浅
井
畷
の
戦
に
際
し
、
小
松
城
主
丹
羽
長
重
が
前
田
本
隊
を
お

び
や
か
す
た
め
、
八
月
四
日
一
部
将
を
し
て
本
吉
に
放
火
し
て
民
家
を
焼
き
払

わ
し
め
て
い
る
。
こ
の
と
き
藤
塚
に
代
っ
て
は
じ
め
て
「
本
吉
Ｌ
の
名
が
出
て

⑭
石
川
県
農
林
部
・
金
沢
地
方
気
象
台
石
川
県
災
異
誌
八
○
頁

昭
和
三
六
年
。

⑬
石
川
県
消
防
史
編
さ
ん
委
員
会
石
川
県
消
防
史
四
一
一
一
○
’
四
三

六
頁
昭
和
三
六
年
。

⑬
矢
ヶ
崎
孝
雄
明
治
後
期
に
お
け
る
石
川
県
下
の
交
通
歴
史
地
理

学
紀
要
八
号
一
○
一
’
二
八
頁
昭
和
四
一
年
。
．
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く
る
。

二
近
世
の
美
川
地
方

藩
政
時
代
に
入
っ
て
本
吉
の
繁
栄
を
決
定
的
に
し
た
も
の
は
海
運
業
の
発
達

で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
な
る
と
手
取
の
流
路
も
安
定
し
、
手
取
河
口
が
船
溜
と

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
碇
泊
す
る
船
も
増
加
し
て
、
大
い
に
繁
栄

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
化
、
文
政
か
ら
天
保
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
可
見
方
角
力
三
国
長
者
鏡
』
と
い
う
一
枚
刷
の
番
付
を
見
る
と
、
宮
腰
銭
五

と
本
吉
紺
三
が
東
西
両
大
関
を
占
め
、
行
司
に
本
吉
明
翫
屋
、
古
酒
屋
を
掲

げ
、
本
吉
魚
屋
な
る
も
の
が
前
頭
に
あ
る
。
当
時
資
財
三
百
万
両
と
評
価
さ
れ

て
い
た
銭
五
（
銭
屋
五
兵
衛
）
に
対
し
、
こ
れ
と
対
時
し
て
、
四
方
大
関
と

な
っ
た
紺
三
の
資
財
は
相
当
巨
額
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

そ
の
他
、
行
司
の
明
翫
屋
Ｐ
古
酒
屋
、
前
頭
の
魚
屋
等
の
資
財
な
ど
も
あ
わ
せ

考
え
る
と
き
、
こ
の
小
都
市
に
大
小
の
富
豪
が
割
拠
し
て
、
繁
栄
し
て
い
た
様

子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
富
豪
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
頃
急
に
で

き
た
も
の
で
な
く
、
は
る
か
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、

享
保
頃
よ
り
宝
暦
頃
ま
で
約
三
十
余
年
の
間
、
ほ
と
ん
ど
毎
年
藩
の
借
銀
に
応

じ
て
、
一
千
六
百
貰
余
を
引
受
け
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
う
か
が
わ
れ
る
。

１
産
業
の
発
達
と
海
運
業
本
吉
は
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
か
ら
町
政

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
’
七
二
）
に
人
家
が
二
百

十
七
軒
あ
っ
た
も
の
が
、
約
百
三
十
年
後
の
享
和
三
年
（
一
八
○
三
）
に
は
戸

数
千
十
七
戸
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
戸
数
の
急
速
な
増
加
は
単
な
る
農

業
や
漁
業
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
海
運
業
の
発
達
に
よ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

藩
政
時
代
に
お
い
て
、
城
下
町
が
発
達
し
て
領
国
経
済
の
中
心
を
な
し
た
。

こ
の
藩
経
済
は
領
内
の
物
資
の
領
外
へ
の
移
出
を
禁
止
す
る
津
留
令
な
ど
を
出

し
て
、
一
応
の
封
鎖
性
を
保
ち
な
が
ら
次
第
に
全
国
的
に
連
な
り
、
さ
ら
に
全

国
的
商
品
経
済
は
広
範
な
ひ
ろ
ま
り
を
見
せ
、
大
坂
と
江
戸
を
中
心
と
し
て
、
、

国
内
市
場
を
形
成
し
て
い
た
。
こ
と
に
諸
大
名
に
よ
る
貢
米
の
商
品
化
は
、
主

と
し
て
、
「
大
坂
で
行
わ
れ
、
貢
米
を
最
大
と
す
る
全
国
の
商
品
は
主
と
し
て
海

上
交
通
に
よ
っ
て
大
坂
に
集
め
ら
れ
た
。

加
賀
藩
に
お
い
て
は
安
永
の
頃
Ｃ
七
七
五
）
金
沢
の
富
商
木
屋
孫
太
郎
が

上
書
し
て
、
他
国
と
の
交
易
を
強
調
し
、
藩
の
産
物
方
も
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来

の
津
留
政
策
を
緩
和
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
ん
と
い
っ
て
も
加
賀
藩
の

収
入
の
大
宗
は
大
坂
へ
の
廻
米
で
、
少
く
と
も
十
万
石
前
後
の
貢
米
が
廻
送
さ

れ
て
い
る
。
加
賀
藩
の
豪
商
と
い
え
ば
、
ほ
と
ん
ど
が
海
運
に
従
事
す
る
仲
介

貿
易
商
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
江
戸
中
期
以
後
、
領
内
の
海
運
業
が
発
達

す
る
と
、
そ
れ
ら
の
回
漕
業
者
が
そ
の
輸
送
を
引
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

大
坂
に
米
そ
の
他
の
物
資
を
運
び
、
大
坂
方
面
か
ら
荷
積
し
て
、
日
本
海
沿

岸
を
航
行
し
て
、
北
海
道
に
赴
き
、
物
資
の
交
換
を
し
て
、
ま
た
大
坂
に
運
ぶ

回
漕
業
者
が
加
賀
の
港
々
に
あ
っ
て
、
そ
の
船
を
北
前
船
と
よ
ん
で
い
た
。
北

前
船
の
起
原
は
江
戸
時
代
の
初
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
れ
る
と
い
う
が
、
そ
の
本

格
的
活
動
は
江
戸
時
代
の
中
期
か
ら
で
、
そ
れ
が
明
治
の
中
期
頃
ま
で
つ
づ
い

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
最
盛
期
は
幕
末
か
ら
明
治
初
期
ま
で
の
間
で
あ
っ
た
。

奥
谷
吉
松
氏
の
回
想
に
よ
る
と

〃
徳
川
時
代
の
末
期
か
ら
明
治
時
代
の
中
期
、
即
ち
明
治
三
十
年
頃
迄
は
、

我
が
美
川
港
の
水
戸
ロ
が
五
月
初
旬
か
ら
十
月
末
に
か
け
て
常
に
六
七
尺
余

り
の
深
さ
が
あ
っ
た
の
で
、
盛
ん
に
和
船
が
出
入
し
て
、
当
時
加
州
第
一
の

河
港
で
あ
っ
た
。
町
内
の
加
藤
九
吾
さ
ん
の
船
を
初
と
し
て
、
其
他
の
持
船

が
千
二
百
石
積
か
ら
百
石
積
位
迄
の
も
の
百
四
十
隻
程
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の

船
が
下
は
北
海
道
、
上
は
瀬
戸
内
海
ま
で
査
航
海
し
て
、
悉
く
美
川
（
本

吉
）
港
へ
物
資
を
陸
揚
げ
し
た
。
そ
の
主
な
る
物
は
、
北
海
道
の
に
し
ん
お
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よ
び
〆
粕
、
秋
田
の
鰯
（
ハ
タ
ハ
タ
）
干
加
、
佐
渡
国
の
干
た
ら
、
塩
た

ら
、
越
後
、
越
中
よ
り
い
わ
し
干
加
、
能
登
の
干
た
ら
、
い
わ
し
千
加
並
に

能
登
塩
、
そ
れ
か
ら
若
狭
小
濱
と
越
前
敦
賀
の
石
灰
、
隠
岐
国
か
ら
若
布
、

干
魚
等
、
石
見
国
か
ら
竹
お
よ
び
唐
津
丸
物
、
瀬
戸
内
の
三
田
尻
か
ら
塩
等

盛
に
移
入
し
、
当
港
か
ら
は
、
米
、
縄
、
薬
物
、
酒
類
、
瓦
、
畳
等
を
移
出

し
た
。
こ
れ
は
主
に
北
海
道
へ
送
っ
た
。
〃

と
い
っ
て
い
ろ
。
北
海
道
は
幕
末
頃
に
は
エ
ゾ
地
と
し
て
、
原
住
民
よ
り
非
常

に
安
価
に
塩
鮭
、
塩
鱒
、
に
し
ん
、
〆
粕
、
大
豆
小
豆
等
を
買
い
と
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
東
北
、
北
陸
地
方
は
木
材
、
米
穀
な
ど
主
要
商
品
と
し
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
商
品
の
輸
送
は
運
賃
収
入
の
み
な
ら
ず
、
各
地
の
価
格
の
落
差

に
よ
る
利
益
、
大
坂
で
は
堂
島
の
米
相
場
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
を

得
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
ま
た
、
中
国
、
関
西
地
方
か
ら
繊
維
製
品
、
砂
糖
な

ど
を
主
要
商
品
と
し
て
利
潤
を
挙
げ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

２
豪
商
と
学
芸
文
化
本
吉
で
最
初
に
回
漕
業
を
は
じ
め
た
の
は
竹
内
屋

七
兵
衛
で
、
元
腺
年
間
航
海
業
に
よ
っ
て
大
い
に
家
産
を
興
し
、
中
町
の
西
、

間
口
十
五
間
、
奥
行
二
十
三
問
の
宏
壮
な
屋
敷
を
構
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宝

暦
、
明
和
の
頃
船
舶
十
二
隻
、
そ
の
石
数
一
万
千
二
百
石
を
所
有
し
、
こ
れ
に

つ
い
で
明
翫
屋
治
兵
術
が
あ
り
巨
富
を
以
っ
て
聞
え
、
明
治
四
年
七
月
廃
藩
に

際
し
、
前
田
氏
に
対
す
る
御
用
銀
の
調
書
を
提
出
し
た
と
き
、
元
金
の
み
で
総

額
三
百
万
円
、
こ
の
証
書
三
十
二
通
は
今
な
お
同
家
（
山
田
家
）
に
保
管
さ

れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
明
翫
屋
十
二
代
甚
次
郎
の
長
女
き
わ
は
銭
屋

五
兵
衛
の
長
男
喜
太
郎
に
嫁
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
、
そ
の
富
の
程
が
う

か
が
わ
れ
る
。

同
じ
く
古
酒
屋
四
郎
兵
術
、
清
水
屋
甚
左
衛
門
が
あ
り
、
ま
た
十
八
隻
の
船

舶
を
所
有
し
て
い
た
紺
屋
三
郎
兵
衛
、
や
や
お
く
れ
て
九
艘
の
巨
舶
を
有
ち
、

人
格
篤
行
を
以
っ
て
隣
里
の
敬
仰
を
あ
つ
め
た
角
屋
が
あ
っ
た
。

上
野
屋
伝
三
郎
は
文
化
十
一
年
に
生
れ
、
廻
船
を
業
と
し
て
家
運
を
興
し
、

持
船
十
数
隻
を
有
す
る
に
至
っ
た
。
か
れ
は
船
を
や
る
こ
と
ま
こ
と
に
勇
邇
果

敢
で
、
風
波
を
厭
わ
ず
、
北
は
樺
太
よ
り
南
は
呂
宋
島
に
至
る
ま
で
通
商
航
路

と
し
て
活
躍
し
た
。
年
々
秋
田
に
下
り
久
保
田
藩
の
御
用
聞
を
勤
め
て
十
人
扶

持
を
給
せ
ら
れ
、
ま
た
弘
化
年
間
藩
候
の
命
を
奉
じ
、
自
ら
設
計
し
て
二
千
五

百
石
積
の
西
洋
形
帆
船
を
建
造
し
て
、
飛
竜
丸
と
命
名
し
、
そ
の
船
長
と
し
て

遠
洋
に
も
槽
航
し
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
海
運
業
者
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
富
巨
万
を
積
ん
で
、
藩
に
多
額
の

御
用
銀
を
調
達
し
、
上
野
屋
の
如
き
、
久
保
藩
の
た
め
に
の
み
調
達
融
通
し
た

か
ね

も
の
五
万
両
の
巨
額
に
達
し
「
加
賀
の
本
圭
只
銀
の
出
所
Ｌ
の
謡
を
唄
わ
し
め

た
の
も
決
し
て
偶
然
で
な
か
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
他
有
名
無
名

の
者
に
し
て
、
産
を
興
し
、
富
を
致
し
た
も
の
で
船
舶
を
有
し
な
い
も
の
は
殆

ん
ど
な
く
、
そ
の
豊
か
な
資
産
は
漁
業
方
面
の
融
資
と
な
り
、
延
い
て
は
商
港

本
吉
の
勃
興
を
来
し
明
治
九
年
一
月
一
日
の
記
録
に
よ
る
と
航
海
船
九
十
二

艘
、
漁
舟
百
一
般
、
川
舟
二
十
四
艘
に
お
よ
ん
だ
と
い
う
。

こ
の
潤
沢
な
財
源
は
本
吉
の
町
に
お
い
て
、
地
方
に
は
珍
ら
し
い
く
ら
い
文

化
的
な
雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
た
。

寺
子
屋
な
ど
明
治
維
新
以
前
に
、
岡
田
、
米
光
屋
、
小
川
、
竹
内
、
松
任
屋

な
ど
あ
り
、
元
治
、
慶
応
の
頃
に
は
町
の
有
志
に
よ
っ
て
間
道
蛇
を
世
尊
寺
内

に
設
け
て
、
講
学
の
緒
を
開
き
、
明
治
五
年
に
は
中
町
の
民
家
を
借
り
て
県
の

役
人
米
山
専
造
、
草
野
均
等
に
頼
ん
で
公
務
の
余
暇
数
学
を
教
え
さ
せ
、
数
学

義
塾
と
称
し
た
と
い
う
。

寺
子
屋
の
師
匠
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
書
道
に
秀
で
、
俳
譜
を
好
み
、
竹
内
屋

万
平
の
如
き
は
、
本
居
春
庭
と
も
交
友
が
あ
り
、
岡
田
広
栽
は
京
師
に
遊
学
し

広
瀬
淡
窓
に
儒
医
を
学
ん
で
帰
り
、
子
弟
を
教
え
て
い
る
。

歌
人
に
は
田
中
躬
之
が
あ
る
。
か
れ
は
加
茂
季
鷹
に
学
ん
で
帰
り
、
金
沢
で
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